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今、我が国は、新型コロナウイルス感染症による人流抑制やロシアによる
ウクライナ侵略に伴うエネルギー価格の高騰などにより、その社会経済活動に大きな
打撃を受けている。特に、訪日外国人のゲートウェイ空港として、日本の観光立国
の一翼を担ってきた関西国際空港においては、新型コロナウイルス感染症のダメージ
は深く、さらには、足元の燃料価格の上昇が、回復の足かせともなりかねない状況
にある。
一方、欧米など諸外国では一部を除き、既に、出入国制限がほぼ撤廃されるなど、

経済活動の正常化に向け、大きく舵が切られた。そして、日本においても、水際
対策の見直しが段階的に進められており、漸く復活の兆しが見え始めたところで
ある。
関空の回復は、関西の経済復興にとって最優先で取り組むべき課題の一つであり、

そのためには、まず、需要回復を妨げる燃料価格対策などを講じつつ、本格的な
インバウンド受入再開時に、一気に攻勢に転じることができるよう、オール関西に
よる需要喚起策などを準備し、速やかに実施していく必要がある。
さらに、中長期の観点からは、2025年大阪・関西万博において、予想される旅客

需要に対し、十分に応えていくとともに、その後の関西の成長機会を逃すことなく、
確実に捉えることができるよう、現在、進められているT1リノベーションや発着
容量の拡張検討など、一段の機能強化を図ることが極めて重要である。また、現在、
世界規模で進みつつある「脱炭素」についても、国際拠点空港として時代の要請に
応えていく必要がある。
こうした認識の下、地元関西は、一丸となって、関空の回復を支えるとともに、

2025年大阪・関西万博の成功、その後のさらなる成長・発展を目指し、自らの役割
を確実に果たしていく所存であり、国におかれては、関空が、再び我が国の発展を
支える成長インフラとして、十二分に活用されるよう、下記のとおり、必要な施策
や措置を講じられることを要望する。

記

１　航空需要の早期回復と空港機能の維持・再開
観光立国の復活のためには、関空の回復が極めて重要である。国においては、
引き続き、国内旅行需要を喚起するとともに、入国規制解除のタイミングなどを
捉え、インバウンド需要喚起策を集中的に講じられたい。
併せて、航空会社による関空路線の再開等が速やかに進むよう、現在の雇用調整
助成金の特例措置や航空機燃料税の軽減措置をさらに延長するなど、空港機能の
維持・再開に必要な支援を継続されたい。加えて、コロナ禍において事業を縮小
したグランドハンドリング事業者等が、需要回復の動きに遅れることなく対応
できるよう、必要な支援をお願いしたい。

２　水際対策の柔軟かつ適切な運用
新型コロナウイルス感染症に関し、蓄積された知見を踏まえ水際対策を講じる

ことは、感染拡大防止と社会経済活動との両立を図る観点から、極めて重要である。
国においては、新たな変異種の発生状況や国内医療体制への影響などを踏まえ
つつ、欧米等に遅れることなく、一段の水際対策の緩和を進めるなど、柔軟かつ
適切な運用を図られたい。

３　2025年大阪・関西万博とその後の成長を見据えた関空の機能強化等
2025年大阪・関西万博において、予想される旅客需要に対し、十分に応えていく
とともに、その後の関西の成長機会を逃すことなく、確実に捉えることができる
よう、現在、進められているT１リノベーションの円滑な推進や、今後必要となる
発着容量の拡張に関する検討に対し、国の適切な関与と支援をお願いしたい。
併せて、万博開催時の円滑かつ快適な受入体制を整えるため、搭乗手続きに
おける顔認証システムの導入支援を継続するとともに、国の出入国審査システム
との連携を図られたい。
また、増大する国際貨物需要に対応し、関空の国際貨物ハブ機能の向上に資する
施設増強などに対し、必要な支援をお願いしたい。
さらに、引き続き、関空と都心部を結ぶなにわ筋線の整備を支援するとともに、
淀川左岸線（２期)・延伸部及び大阪湾岸道路西伸部、名神湾岸連絡線など関空
と関西各地を結ぶ高速道路網の整備について、着実に推進されたい。

４　関空の脱炭素化の推進
2050年カーボンニュートラルの実現に向け、関空では「空港脱炭素化推進計画｣
の策定準備が進められており、このような動きを踏まえつつ、国においては、
太陽光発電など再生可能エネルギーの導入や、二酸化炭素の吸収源となる藻場の
創出など、関空での意欲的な取組みに対し、必要な支援をお願いしたい。
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